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なされていることに驚くであろう。自主管理企業

の実験的試みとして旧ユーゴの自主管理企業の実

験の失敗、イギリスの共同所有企業（ICOM）の

実験的試みの流れの中でアメリカのESOP（従

業員株式所有計画）が法整備化された。法は諸刃

の剣であり、自分だけに都合良いものではない。

ESOPを実施している株式会社はアメリカに現在

約6，000社あり、経済学者D．エラーマンによれば

そのうち1，000社程度が民主的経営体制をとって

いるという。すなわち従業員管理企業となってい

る。それもクライスラー社や航空会社ユナイテッ

ドといった従業員5万人の大企業が労働組合の主

導によりESOP会社になったりしたことは、日

本においてもESOP会社の実験が可能であるこ

とを示していろ。そして野村総研などがそれを推

進しているのは資本家側に都合のよいように利用

しようという意図である。われわれが資本主義を

批判するならば具体的に従業員の主権が確立で

きるよう株式会社というアイディアを実践的に社

会変革の一環として取り組んでもよいであろう。

さもなくば旧来からある日本的社員持ち株制度

という単なる愛社精神と株配当目的の、従業員参

加抜きの制度を促進するということで、ESOPの

本来の目的、すなわち従業員主権を資本（株式）

を所有することによって実現するという目的から

違ったものになってしまうであろう。

著者は将来の労働者が主人公の企業の所有形態

をその決定形態と利益配分形態を整理してわかり

やすい表にしている。所有形態の区分としては、

社会的所有（国有）、労働者無所有、労働者共同

所有、労働者個人所有、労働者個人・共同所有（混

合型）に整理している。これらには具体例として

旧ユーゴ、アメリカ、ドイツ、イギリス、日本な

どの企業組織を挙げている。これらの事例はその

ほとんどについて著者が現地調査をしたものであ

る。そもそも一夜にして資本主義企業の転換や新

しい民主的企業などが登場することはあり得ない

のだから、将来あって欲しい企業形態はどのよう

なものか、とりわけ所有、決定権、利潤分配につ

いては、経済学を知らなくとも労働者主権の観点

いのちとくらし研究所報第82号／2023年3月

から考えてみることが肝要であろう。

著者は従来の資本主義企業にとって代わる新し

い企業形態において「連帯のシステム」の必要性

を強調している。イタリアの協同組合の事業連合

（コンソーシアム）をイタリア的アイディアとし

て良き実践例として取り上げている。また地域コ

ミュニティ形成に寄与する協同組合的地域連帯の

事例としてオーストラリアの地域コミュニティを

取り上げている。さらに地域コミュニティとの関

連でいえば地域通貨の実験も取り上げている。と

はいえ、著者の本書での強調点は、ありうるべき

企業形態と運営形態の分析にある。その中でとく

に事例として取り上げているのはスペインのモン

ドラゴン協同組合グループの運営方法の先駆性で

ある。企業における資本蓄積、資金調達、ビジネ

スとガバナンスの制度的分離などを優れたアイデ

ィアとして評価している。モンドラゴンは約8万

人規模の労働者協同組合グループであるが、その

機能的連帯を評価している。民主的企業における

効率実現と価値実現は、市場競争において不可欠

なことがらであるとしている。

本書は資本主義企業の弊害にとって代わる企業

形態モデルを所有、決定、地域の暮らしという関

係で、経済体制について説得的に分析している。

それはイデオロギー的主張でもなく、また実例を

挙げているので空想的なものでもない。資本主義

をよくないと思っていて人々の連帯的社会ができ

ればよいと思っている一般の読者に是非読んで欲

しいし、また協同組合や社会経済に関心のある人

にも読んでもらい、問題点を整理するのに良い本

である。著者は本書では特に取り上げていないが、

グローバル経済の中で、どのような連帯ネットワ
ーク形成の実験が進行しているのか、また労働が

資本に優越するあるいは労働が資本をコントロー

ルするという視点で社会的連帯金融の問題につい

て議論をしてもらいたいというのが、著者へのさ

らなる期待である。

（いしづか　ひでお、研究所主任研究員）
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